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令
和
元
年
11
月
定
例
県
議
会
は
、11
月
25
日

か
ら
12
月
11
日
ま
で
の
17
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催

さ
れ
、19
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、国
民
ス

ポ
ー
ツ
大
会
等
に
係
る
全
体
経
費
や
国
が
公
表

し
た
公
立
病
院
の
再
編
統
合
問
題
な
ど
、県
政
全

般
の
幅
広
い
分
野
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
展
開

さ
れ
た
ほ
か
、常
任
委
員
会
及
び
特
別
委
員
会
が

開
か
れ
、付
託
さ
れ
た
議
案
の
審
査
や
所
管
事
項

の
調
査
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、知
事
提
出
議
案
に
つ
い
て
は
、「
令

和
元
年
度
宮
崎
県
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４

号
）」な
ど
、31
件
全
て
を
原
案
の
と
お
り
可
決

（
又
は
同
意
）し
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、宮
崎
カ
ー

フ
ェ
リ
ー
株
式
会
社
に
対

し
新
船
建
造
資
金
の
貸
付

を
行
う
た
め
の「
令
和
元
年

度
宮
崎
県
小
規
模
企
業
者

等
設
備
導
入
資
金
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
１
号
）」に

つ
い
て
は
、商
工
建
設
常
任

委
員
会
と
総
務
政
策
常
任
委
員
会
に
よ
る
合
同

審
査
会
を
開
催
し
、予
定
日
数
を
超
え
た
慎
重
な

審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、当
議
案
に
関
連
し
て
、貸
付
利
子
の
低
減

な
ど
を
求
め
る
附
帯
決
議
が
議
員
発
議
案
と
し

て
提
出
さ
れ
、賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、議
員
発
議
案
に
つ
い
て
は
、４
件
の

意
見
書
が
提
出
さ
れ
、い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

11
月
定
例
県
議
会
の
概
要

合同審査会の様子

国土強靱
じ ん

化対策の更なる推進を求める意見書
被災者生活再建支援法の改正を求める意見書
太陽光発電の適切な導入に向けた制度設計と
運用を求める意見書
水産業の体質強化を求める意見書
宮崎カーフェリー株式会社への貸付に係る附帯決議

令和元年度宮崎県一般会計補正予算（第４号）
サツマイモ基

もとぐされびょう

腐病の被害拡大を防止するために必要な経
費など、約８億円の増額補正が行われ、その結果一般会
計の予算規模は、6,131億2，605万4千円となりました。
令和元年度宮崎県小規模企業者等設備導入
資金特別会計補正予算（第１号）　

・

・

・
・
・

・
・

可決（同意）された主な知事提出議案

可決された議員発議案

県議会県議会のの動動きき

古代衣装着用で、「記紀編さん1300年記念事業」をアピール古代衣装着用で、「記紀編さん1300年記念事業」をアピール
10月より国民文化祭、全国障害者芸術・文化祭が宮崎県で開催されます。10月より国民文化祭、全国障害者芸術・文化祭が宮崎県で開催されます。

　宮崎カーフェリー株式会社の新船建造について
は、貸付金に関する議案の付託を受けた商工建設
常任委員会と、これまで報告を受けてきた総務政
策常任委員会の総勢16名の委員による合同審査
会を開催しました。合同審査会では、河野知事のほ
か、参考人として新・旧会社の代表取締役や、社外
取締役を務める郡司副知事を招致し、貸付金の金
額や新船の安全対策などについての質疑応答が
行われるなど、日曜日の開催を含め４日間にわた
る審査を行いました。

宮崎カーフェリー



県議会の動き 県議会の動き 2

脇
わきたに

谷のりこ

坂
さか

口
ぐち

 博
ひろ

美
み

重
しげ

松
まつ

幸
こう

次
じ

郎
ろう

山
やました

下　 寿
ことぶき

有
ありおか

岡 浩
こういち

一

議  員

議  員

議  員

議  員

議  員

宮崎県議会自由民主党
宮崎市選出

宮崎県議会自由民主党
児湯郡選出

公明党宮崎県議団
宮崎市選出

宮崎県議会自由民主党
児湯郡選出

郷中の会
宮崎市選出

児
童
虐
待
防
止
対
策
に
つ
い
て

本
県
財
政
の
見
通
し
に
つ
い
て

ハ
ン
セ
ン
病
の
知
識
啓
発
に
つ
い
て

和
牛
甲
子
園
へ
の
参
加
見
通
し
に
つ
い
て

高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

　

専
門
知
識
や
経
験
を
有
す
る

人
材
が
不
足
す
る
中
、国
は
、令

和
４
年
度
ま
で
に
児
童
福
祉
司

を
全
国
で
２
０
２
０
人
程
度
増

員
す
る
方
針
を
示
し
た
が
、県
の

今
後
の
取
組
は
。

　

福
祉
保
健
部
長　

大
幅
に
増

加
す
る
児
童
虐
待
相
談
に
適
切

に
対
応
す
る
た
め
に
は
、児
童

相
談
所
の
体
制
及
び
専
門
性
の

強
化
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か

ら
、児
童
福
祉
司
等
の
計
画
的

な
配
置
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

県
民
の
我
慢
辛
抱
に
よ
り
健

全
な
財
政
状
況
が
維
持
さ
れ
て

い
る
。今
後
は
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大

会
等
で
相
当
規
模
の
財
政
負
担

が
見
込
ま
れ
る
が
、財
政
見
通

し
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

知
事　

大
会
開
催
に
係
る
県

の
負
担
額
全
体
が
あ
る
程
度
積

算
で
き
た
段
階
で
、で
き
る
だ
け

早
く
財
政
見
通
し
を
策
定
し
、

将
来
に
わ
た
り
財
政
の
健
全
性

が
維
持
で
き
る
こ
と
を
お
示
し

し
た
い
。

　
ハ
ン
セ
ン
病
の
正
し
い
知
識
の

啓
発
に
つ
い
て
、県
で
は
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
伺
い
た

い
。

　

福
祉
保
健
部
長　
ハ
ン
セ
ン

病
の
元
患
者
や
そ
の
家
族
に
対

す
る
偏
見
と
差
別
の
な
い
社
会

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、正
し
い

知
識
の
啓
発
が
重
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、県
で
は
県
民
が
ハ
ン
セ

ン
病
療
養
所
を
訪
問
し
、入
所

者
と
直
接
交
流
を
図
る
事
業
等

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

光
フ
ァ
イ
バ
ー
な
ど
の
高
速
の

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
の
整
備

に
向
け
て
、今
後
、県
と
し
て
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
。

　

総
合
政
策
部
長　

国
に
対
し

て
、条
件
不
利
地
域
を
対
象
と

し
た
補
助
制
度
の
見
直
し
等
に

つ
い
て
要
望
を
重
ね
て
き
た
。今

年
度
か
ら
、民
設
民
営
方
式
で

の
整
備
が
新
た
に
補
助
対
象
と

な
り
、光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
整
備
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

答

答

答

答

問

問

問

問

問

髙
たかはし

橋　 透
とおる

議  員

県民連合宮崎
日南市選出

国
が
公
表
し
た
再
編
・
統
合
が
必
要
な
医
療
機
関
に
つ
い
て

　

日
南
市
立
中
部
病
院
も
対
象

施
設
と
な
っ
て
い
る
が
、県
と
し

て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

県
立
日
南

病
院
等
の
周
辺
医
療
機
関
と
の

連
携
を
図
り
、政
策
医
療
を
担

う
公
立
病
院
と
し
て
、機
能
的
・

地
域
的
に
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。将
来
方
針
の
再
検
証

に
つ
い
て
は
、調
整
会
議
で
地
域

の
意
向
が
十
分
尊
重
さ
れ
る
よ

う
、丁
寧
な
議
論
を
促
進
し
て
い

き
た
い
。

答 問

前
まえ

屋
や

敷
しき

恵
え み

美
議  員

日本共産党宮崎県議会議員団
宮崎市選出

進
む
米
軍
基
地
化
と
日
米
共
同
訓
練
に
つ
い
て

　

日
向
灘
で
日
米
豪
共
同
機
雷

掃
海
訓
練
、霧
島
演
習
場
で
米

海
兵
隊
と
の
実
動
訓
練
、米
軍

再
編
に
係
る
訓
練
移
転
等
、宮

崎
の
陸
海
空
で
戦
争
想
定
の
軍

事
演
習
が
強
化
さ
れ
、新
田
原

基
地
に
造
る
米
軍
弾
薬
庫
に
、

劣
化
ウ
ラ
ン
弾
貯
蔵
が
危
惧
さ

れ
る
。県
民
の
命
と
安
全
、暮
ら

し
を
守
っ
て
反
対
す
べ
き
で
は
。

　

知
事　

外
交
防
衛
は
国
の
専

管
事
項
で
あ
る
が
、安
全
対
策

の
徹
底
等
を
要
請
し
て
い
く
。

答 問

岩
いわ

切
きり

 達
たつ

哉
や

議  員

県民連合宮崎
宮崎市選出

都
市
と
地
方
の
所
得
格
差
に
つ
い
て

　

都
市
と
地
方
の
所
得
格
差
に

つ
い
て
、知
事
の
所
見
を
伺
い
た

い
。

　

知
事　

本
県
は
都
市
部
に
比

べ
給
与
等
は
低
い
水
準
に
あ
り
、

そ
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。企
業
等
の
収
益
力
向

上
や
地
域
で
の
経
済
循
環
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、労
働
者
へ
の

配
分
を
高
め
る
よ
う
、産
業
界

に
給
与
等
の
処
遇
改
善
を
働
き

か
け
て
い
く
。

答 問

野
の

﨑
ざき

 幸
こう

士
し

議  員

宮崎県議会自由民主党
宮崎市選出

公
共
工
事
の
不
調
・
不
落
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　

小
規
模
な
建
設
業
者
に
と
っ

て
は
、公
共
工
事
に
お
け
る
書

類
作
成
の
負
担
が
大
き
い
と
聞

い
て
い
る
が
、対
策
は
。

　

県
土
整
備
部
長　
工
事
書
類

の
簡
素
化
は
、建
設
産
業
の
担

い
手
確
保
は
も
と
よ
り
、建
設

業
者
の
受
注
意
欲
を
高
め
る
上

で
大
変
重
要
で
あ
る
。建
設
関

係
団
体
の
意
見
も
踏
ま
え
、今

年
度
中
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策

定
し
、よ
り
一
層
工
事
書
類
の
簡

素
化
を
進
め
て
い
く
。

答 問

田
た

口
ぐち

 雄
ゆう

二
じ

議  員

県民連合宮崎
延岡市選出

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
の
成
約
実
績
と
傾

向
は
。

　

商
工
観
光
労
働
部
長　

今
年

10
月
末
現
在
で
累
計
78
名
。40

歳
未
満
が
半
数
以
上
で
、職
種

別
で
は
製
造
管
理
・
開
発
職
が

多
く
、地
域
別
で
は
企
業
数
が

多
い
市
に
集
中
し
て
い
る
。ま
た
、

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
者
や
情
報
通
信

業
で
の
受
入
れ
割
合
が
全
国
と

比
較
し
て
高
く
、海
外
勤
務
経

験
者
の
採
用
も
あ
る
こ
と
が
特

徴
的
で
あ
る
。

答 問
　

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
で
３

大
会
連
続
内
閣
総
理
大
臣
賞
を

受
賞
し
て
い
る
本
県
に
お
い
て
、

和
牛
甲
子
園
へ
の
参
加
は
高
校

生
へ
の
教
育
上
、必
要
と
考
え
る
。

今
後
の
見
通
し
は
。

　

教
育
長　

参
加
に
は
大
会
期

日
に
合
わ
せ
た
肥
育
期
間
の
確

保
が
必
要
で
あ
る
。高
鍋
農
業
、

都
城
農
業
高
の
２
校
で
令
和
３

年
度
の
参
加
を
目
標
に
、関
係

機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら
準
備

を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

答

一般質問
各議員の主な質問と答弁の要旨を紹介します（質問順に掲載しています。）。
一般質問の模様は、県議会のホームページの議会中継（録画）でご覧いた
だけます。
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濵
はますな

砂　 守
まもる

太
お お た

田 清
せいかい

海

西
にし

村
むら

　 賢
さとし

井
いの

上
うえ

紀
き よ こ

代子

横
よこ

田
た

 照
てる

夫
お

武
たけ

田
だ

 浩
こういち

一
議  員

議  員

議  員

議  員

議  員

議  員

宮崎県議会自由民主党
西都市・西米良村選出

県民連合宮崎
延岡市選出

宮崎県議会自由民主党
日向市選出

県民の声
宮崎市選出

宮崎県議会自由民主党
宮崎市選出

宮崎県議会自由民主党
串間市選出

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

地
方
自
治
に
つ
い
て

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
に
つ
い
て

地
球
温
暖
化
に
対
す
る
農
水
産
業
対
策
に
つ
い
て

県
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
つ
い
て

サ
ツ
マ
イ
モ
基

も
と
ぐ
さ
れ
び
ょ
う

腐
病
対
策
に
つ
い
て

　

ふ
る
さ
と
納
税
で
人
気
が
あ

る
本
県
で
あ
る
が
、寄
附
受
入

額
な
ど
の
現
状
を
伺
い
た
い
。

　

総
務
部
長　

平
成
30
年
度

の
受
入
額
は
県
分
が
約
３
千
万

円
、市
町
村
分
が
約
２
８
６
億

円
で
あ
る
。ま
た
、県
民
の
県
外

な
ど
へ
の
寄
附
に
よ
る
平
成
30

年
の
流
出
額
は
約
14
億
円
で
あ

り
、そ
れ
に
よ
る
個
人
住
民
税

の
寄
附
金
税
額
控
除
額
は
県
分

が
約
４
億
円
、市
町
村
分
が
約

６
億
円
で
あ
る
。　

　

地
方
自
治
に
対
す
る
知
事
の

見
解
を
伺
い
た
い
。

　

知
事　

地
方
自
治
の
基
本

は
、地
方
が
自
ら
の
意
思
と
力

で
、そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
応
じ
た

地
域
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
に

あ
る
。地
域
の
声
や
実
態
を
き

め
細
か
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、

将
来
を
見
据
え
た
ビ
ジ
ョ
ン
を

示
し
、県
民
が
希
望
を
持
っ
て
暮

ら
し
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
社

会
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

　

市
町
村
に
よ
っ
て
介
護
予
防

の
取
組
に
差
が
出
な
い
よ
う
、小

規
模
自
治
体
も
県
が
し
っ
か
り

と
サ
ポ
ー
ト
す
べ
き
で
は
。

　

福
祉
保
健
部
長　

専
門
職
や

担
い
手
不
足
等
の
理
由
で
事
業

の
実
施
に
苦
慮
し
て
い
る
実
態

が
あ
る
た
め
、専
門
職
が「
地
域

ケ
ア
会
議
」に
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス

テ
ム
に
よ
り
参
画
す
る
等
の
モ

デ
ル
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

引
き
続
き
、き
め
細
や
か
な
支

援
を
行
っ
て
い
く
。

　

地
球
温
暖
化
が
農
水
産
業
に

及
ぼ
す
影
響
と
本
県
の
対
策
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

郡
司
副
知
事　

収
量
や
品

質
、生
産
性
の
低
下
と
い
っ
た
影

響
が
顕
在
化
し
て
い
る
。こ
の
た

め
気
象
予
測
や
生
産
施
設
等
の

強
靱じ

ん

化
、畜
舎
の
暑
熱
対
策
や

漁
船
の
省
エ
ネ
対
策
な
ど
新
た

な
技
術
の
開
発
・
普
及
を
積
極

的
に
実
施
。温
暖
化
へ
の
対
応
に

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
。

　

過
疎
化
や
人
手
不
足
等
の
課

題
解
決
に
向
け
て
５
Ｇ
な
ど
の

先
端
技
術
を
今
後
ど
の
よ
う
に

活
用
し
て
い
く
の
か
。

　

総
合
政
策
部
長　

ド
ロ
ー
ン

や
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
ー
の
活

用
の
ほ
か
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
設
機
械
等

に
よ
る
施
工
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
。今
後
と
も
、日
々
進
化
す

る
先
端
技
術
に
つ
い
て
情
報
収

集
を
行
い
な
が
ら
積
極
的
に
活

用
し
、本
県
の
課
題
解
決
に
つ
な

げ
て
ま
い
り
た
い
。 

　

市
場
に
あ
る
か
ん
し
ょ
の
品

質
に
は
全
く
問
題
は
な
い
が
、収

穫
量
は
激
減
し
て
い
る
。今
後
の

対
策
の
意
気
込
み
を
伺
い
た
い
。

　

知
事　

本
県
の
か
ん
し
ょ
は
、

輸
出
を
牽
引
し
、焼
酎
産
業
を

支
え
る
重
要
な
品
目
で
も
あ
る

こ
と
か
ら
、全
国
有
数
の
産
地

で
あ
る
南
那
珂
地
域
の
一
日
も

早
い
復
興
と
さ
ら
な
る
振
興
に

向
け
て
関
係
者
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

答

答

答

答

答

答 問

問

問

問

問

問

日
ひ

髙
だか

 陽
よう

一
いち

内
うち

田
だ

 理
り さ

佐

河
かわ

野
の

 哲
てつ

也
や

議  員

議  員

議  員

宮崎県議会自由民主党
宮崎市選出

宮崎県議会自由民主党
延岡市選出

公明党宮崎県議団
延岡市選出

建
設
業
の
担
い
手
育
成
・
確
保
に
つ
い
て

延
岡
市
竜
巻
被
害
へ
の
県
の
支
援
に
つ
い
て

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
つ
い
て

　

長
時
間
労
働
の
常
態
化
な
ど

様
々
な
課
題
を
抱
え
る
建
設
業

の
担
い
手
確
保
の
た
め
の
法
改
正

内
容
に
つ
い
て
、発
注
者
へ
の
周
知

方
法
と
今
後
の
取
組
を
伺
い
た
い
。

　

県
土
整
備
部
長　

発
注
者
が

趣
旨
を
十
分
理
解
し
取
組
を
推

進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
た

め
、県
、市
町
村
職
員
を
対
象
と

し
た
研
修
会
等
に
お
い
て
周
知

を
図
っ
た
。今
後
と
も
関
係
団

体
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
施

策
を
総
合
的
に
進
め
た
い
。

　
一
部
損
壊
の
被
災
住
宅
に
対

す
る
県
の
支
援
内
容
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

　

県
土
整
備
部
長　

国
に
お
い

て
交
付
金
の
活
用
が
認
め
ら
れ

た
日
以
降
の
工
事
契
約
締
結
分

が
対
象
で
あ
る
。復
旧
工
事
費

の
23
％
の
２
分
の
１
を
国
が
、残

り
を
地
方
が
負
担
し
、そ
の
２ 

分
の
１
で
あ
る
５
・
75
％
を
県

が
支
援
す
る
。今
後
、個
別
の
物

件
ご
と
に
市
と
協
議
し
な
が
ら
、

支
援
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

保
育
士
不
足
を
懸
念
す
る
声

が
聞
か
れ
る
が
、県
内
の
保
育
士

確
保
の
取
組
状
況
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

　

福
祉
保
健
部
長　

県
で
は
、

保
育
士
修
学
資
金
の
貸
付
や
支

援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
等
に
よ
り
、

保
育
士
の
育
成
・
確
保
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、処
遇
改
善
を

図
る
た
め
、キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研

修
等
を
実
施
し
て
お
り
、引
き

続
き
保
育
士
の
安
定
確
保
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
。

答

答

答

問

問

問

本会議の録画をインターネットで配信中！
本紙２～３ページ記載の一般質問は、インターネット上でもご覧いただけます。
宮崎県議会公式ページ  http://www.pref.miyazaki.lg.jp/gikai/　スマホにも対応！

宮崎県議会　議会中継 検 索

議
長
定
例
記
者
会
見

　11月定例県議会閉会後に議長定例記者会見
を行いました。会見では、議長が11月定例県議会
を終えての所感を述べたほか、カーフェリーの新
船建造資金の
貸付に関する
審議等につい
て活発な質疑
応答が行われ
ました。
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県
議
会
の
動
き

■
発
行・編

集
／
宮
崎
県
議
会
　
宮
崎
市
橘
通
東
２
丁
目
10番

１
号（
〒８８０

-８５０１
）　
☎
０９８５

-２６
-７２１７（

宮
崎
県
議
会
事
務
局
政
策
調
査
課
）

N
o.71

　
令
和
2年
2月
1日
発
行

令和2年2月定例県議会のお知らせ
　２月定例県議会は、２月20日から３
月18日までの日程で開催される予定
です。表紙の花 ：スイートピー　（花言葉は、門出、ほのかな喜び、優しい思い出）

新たな条例策定の検討がスタート

大規模災害に備えて

議会をもっと身近に！
学生が常任委員会を傍聴しました
　宮崎公立大学選挙啓発部「ライツ」の学生3名が、11月
定例県議会の文教警察企業常任委員会を傍聴しました。
　「ライツ」は、若者の選挙意識向上を目的に結成され、
街頭での啓発活動や高校への出前講座などに取り組ん
でおり、「宮崎市明るい選挙推進協議会」の委員として
の委嘱も受けています。
　傍聴した学生からは、「質疑応答の掛け合いが速く驚
いた」、「緊迫したやり取りや、議案に対して徹底的に追
求する姿を間近で
見ることができた」、

「県議会の仕事の
一部を見ることが
でき、貴重な経験が
できた」といった感
想がありました。

　11月25日、政策条例検討会議が開催されました。こ
の会議は、議員が提案する条例について協議や調整を
行うために設置されるものです。
　今回の会議では、森林・林業・林産業の活性化を更に

推進するため、県産木材の
利用促進を目的とする条
例の提案がありました。
　今後、条例案を作成する
ための調査を行い、検討を
進めていく予定です。

　12月４日、本会議終了後に全議員39名と事務局職員
が参加して、震度７の大規模地震発生を想定した避難訓
練を実施しました。
　訓練では、地震発
生時の身の守り方や
避難経路の確認に加
え、発生直後の議会
運営手順の確認・検
証を行いました。

県議会本会議及び委員会を傍聴することができます。
　詳しい日程や傍聴の方法などは、県議会ホームページ
をご覧ください。
傍聴に関するお問い合わせ
県議会事務局総務課　☎　0985-26-7215

国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会に係る経費について

民生委員・児童委員の一斉改選について

宮崎カーフェリー株式会社の新船建造について

サツマイモ基
もとぐされびょう

腐病緊急対策推進事業について

教育委員会における運転免許証保有の調査結果について

　事業費の最大限の低減を目指すとともに、施設整備後の維持管理費も含めて、より精度の高い事業費を
可能な限り早急に算出し、速やかに報告するよう要望しました。

　今後ますます、民生委員のなり手不足が進むことが懸念されることから、各市町村の民生委員の業務実態
や支援策を把握した上で、特になり手が少ない市町村との意見交換を積極的に進めるよう要望しました。

　より安全性を尊重した船舶建造が行われるとともに、金融機関からの貸付利率の低減など、同社の経営
安定化が図られるよう努め、オール宮崎でフェリー航路の維持に取り組むよう要望しました。

　南那珂地域を中心に発生しているサツマイモ基腐病について、徹底した防除対策と併せて、農家の生産
意欲が低下しないよう、市町村や関係機関と連携し、農家の意向も確認しながら、代替作物への転換に向
けた支援など、さまざまな対策を講じるよう要望しました。

　公立小学校教頭の無免許運転による逮捕を受け、県教育委員会が行った緊急点検調査で、不適正な事
案が２件あったことについて、教職員の不祥事は、県民の信頼を失うことにつながるため、今回の事案に
至った原因の究明と、万全の再発防止策を講じるよう要望しました。

総
務
政
策

厚　

生

商　

工

環
境
農
林

文
教
警
察

常任委員会 １１月定例会において、付託された議案の審査等を行いました。
ここでは、その概要を紹介します。


